










 

目的 

 先天性副腎過形成症の早期診断の為,生後まもなく採取したロシ血中の 17-α

-hydroxyprogestcron(170HP)の測定が検討されつつあり,一部の行政組織(札幌市)では実

施もされている。我々は本症の塩喪失型及び単純男性化型について retrospective に治療

開始時の状態から早期治療について検討し,マス・スクリーニングによる本症の早期診断の

必要性を再検討しょうと試みた。 


